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地産地消を知っているか

実践
している

無回答

伊万里市市民調査より

知らない

知っているが

実践していない

持続可能な社会の構築

☑正しい食循環 ☑持続可能なまちづくり

日本の食品ロスの現状



２．活動目標



伊万里
サステナブルシティ計画



３．実施内容
（１）地域への発信
①エシカル消費の推進
②フードドライブの定着

（２）後世への継承
①児童クラブとの関わり
②子ども食堂の立ち上げ



人や環境に配慮した消費のこと□エシカル消費

規
格
外
農
産
物
を

活
用
し
た
商
品
開
発

クッキーそうめん



卵アレルギー対応食品

高カルシウム菓子



エシカル消費の推進 【商品パッケージの検討】

伝わらない目立たない



エシカル消費の推進 【商品マークの検討】

作成のポイント
・商品としての統一感
・誰もが分かりやすい

伊萬里まちなか一番館
館長 伊葉聖高様

新ラベル 旧ラベル



エシカル消費の推進 【商品マークの検討】

（６ヶ月分合計）

ロゴマークが商品選択に影響している

新ラベル旧ラベル 新ラベル旧ラベル 新ラベル旧ラベル



消費活動を見直す
機会となった。

子どもにも
分かりやすい！

エシカル消費の推進 【商品マークの検討】



３．実施内容
（１）地域への発信
①エシカル消費の推進
②フードドライブの定着

（２）後世への継承
①児童クラブとの関わり
②子ども食堂の立ち上げ





各家庭の
余剰食品 各機関

②フードドライブの定着

フードバンク

ＮＰＯ法人こすもす村 宅食便



②フードドライブの定着【認知度向上】

共同開催 リーフレット配布

ラジオ 新聞・テレビ



☑来場者の増加
☑年齢層の拡大

自分にもできるＳＤＧｓが
あることが分かった



３．実施内容
（１）地域への発信

①エシカル消費の推進
②フードドライブの定着

（２）後世への継承
①児童クラブとの関わり
②子ども食堂の立ち上げ



①児童クラブとの関わり

フードドライブ

加工おやつ



①児童クラブとの関わり

紙芝居

パネルシアター

「食べ残しをしない
ようになった！」



３．実施内容
（１）地域への発信
①エシカル消費の推進
②フードドライブの定着

（２）後世への継承
①児童クラブとの関わり
②子ども食堂の立ち上げ



継続的な食育活動 子ども食堂

NPO法人こすもす村
代表 牧瀬様 ◎現在伊万里市内では

実施されていない
◎高校生による立ち上げは

市内でも前例がない

NPO法人こすもす村 理事
株式会社メリーランド社長 山内様

セントラルホテルの
朝食会場を活用してください



子ども食堂の立ち上げ

フードドライブ 企業へ協力依頼
食材提供元献立講座

地元農家（デンデン農園）黒米

早寝早起き朝ごはん
パネルシアター

ファームチョイス株式会社ぶりの照り焼き
地元農家（デンデン農園）白ナスステーキ
フードドライブ（調味料）キュウリの漬物

入船農場玉子焼き
グリーンファーム、伊万里実業高校味噌汁

フードドライブクッキー



子ども食堂の立ち上げ

講座内容日程

早寝早起き朝ご飯７月

箸の持ち方教室８月

三角食べ講座９月

魚の食べ方教室１０月

郷土料理講座１１月

ＳＤＧｓ講座１２月

箸の持ち方教室

ＳＤＧｓ講座

郷土料理教室

三角食べ教室

食支援 学び



②子ども食堂の立ち上げ【伝統文化の継承】

伊万里鍋島焼会館 事務局長 原様

伝統文化の継承



②子ども食堂の立ち上げ【伊万里市への協力依頼】

伊万里市長 深浦様

伊万里市教育長 松本様

伊万里市総合政策部広報係

市内小中学生へのＰＲのルートを構築！





提供/伊万里ケーブルテレビジョン㈱
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４．情報発信







５．活動成果



①エシカル消費の推進により
地産地消と食品ロス削減の効果を高めた



②フードドライブの継続により
認知度の向上と定着を図った



③ＮＰＯ法人や地元企業と
協力した食育活動を強化できた



佐賀県食育賞 ディスカバー農村漁村の宝アワード
全国選定認定

イオンエコワングランプリ
文部科学大臣賞

エシカル甲子園２０２２
徳島県議会議長賞

全国ＳＢＰアワード
特別賞

毎日地球未来賞
奨励賞

地域の課題を地域で解決する
システム作りが素晴らしい！□



６．今後の課題



①地元規格外食品を使った
商品開発の継続

②フードドライブの常設
スペース設置の検討

③学びのｋｉｄｓレストランの
効果的な展開方法の検討



７．おわりに



企業

地域

ＮＰＯ伊万里市

伊万里
実業高校

規
格
外

余
剰

商
品

食支援・食育食品ロス削減

地
域
で
育
む

地産地消

食品
サイクル






